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▲保護司の清水さん（左中）と三浦さん（右中）

法務大臣表彰を受賞� 法務大臣表彰受賞報告
　幸田町更生保護司会の清

しみず

水悌
てい こ

子さん (大草
区在住 )と三

みうら

浦みどりさん (市場区在住 )が、
平成８年から長年にわたり、地域の少年犯罪
の防止や更生保護活動に尽力された功績によ
り「法務大臣表彰」を受賞されました。
  平成 27年 11月19日に豊橋市で開催され
た平成27年度愛知県更生保護大会において
表彰されたことを、町長に報告に訪れました。
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大空に舞う色とりどりの凧� 親子凧作り教室 in 坂崎小学校
　坂崎小学校で親子凧作り教室が行われました。地元凧の会の山本さんの指導で、ビニール
製の凧を親子で作成。完成した凧を校庭で揚げました。この日は晴天で、風もあり絶好の凧
揚げ日和。青空に色鮮やかな凧が舞い、親子で凧揚げを楽しみました。

未来のエネルギーについて考えよう
� 幸田中学校 理科出前授業
　幸田中学校では豊橋技術科学大学の後

ごとう

藤尚
なおひろ

弘准教授を講師に迎え、「未来のエネルギーを
考えよう」というテーマで、３年生を対象に理科の出前授業が開催されました。町では、平
成27年度愛知県エネルギー教育推進事業の委託を受け、児童生徒が原子力を含めたエネル
ギーについての理解を深めるとともに、実践的なエネルギーに関する教育研究をすすめてお
り、その一環として今回の出前授業が行われました。

▲手作り凧を手に走り出す児童

▲講師の後藤尚弘准教授

▲「凧揚げ楽しい！」

▲熱心にメモを取りながら聴講する生徒たち

12 / 1
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３年連続で入賞！� 第６回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト全国大会 入賞報告
　11月 28日に東京工業大学で開催された、第６回全国少年少女チャレンジ創造コンテス
ト全国大会（地区大会660チームから60チーム選抜）で、幸田町少年少女発明クラブ所
属の『トリプルスター☆☆☆』が、名誉ある銀賞「日本弁理士会会長賞」に輝き、メンバー
の幸田小６年平

ひらの

野里
さとか

佳さん、豊坂小６年北
きたざわ

澤雪
ゆきと

斗くん、近
こんどう

藤直
なお き

輝くんが受賞の報告に訪れ
ました。幸田町からの入賞は、３年連続となります。

▲左から平野さん、北澤くん、近藤くん

▲小学生１・２年の部優勝「幸小エメラルド」

▲小学生５・６年の部優勝「豊坂☆異次元」

▲シニアの部優勝「かっちんこっちん」

▲全国大会の様子

▲小学生３・４年の部優勝「幸小スターズ」

▲ジュニアの部優勝「坂崎ローリングスＧＯ」

▲大会の一場面

12 / 10

頂点を目指して激しい試合が繰り広げられました
� 第 43 回ユニバーサルホッケー大会
　今回で第43回目となる、ユニバーサルホッケー大会が豊坂小学校体育館と勤労者体育セ
ンターを会場として開催されました。部門別で２日間にわたって開催され、全95チーム、
743人の参加がありました。各部門の優勝チームをご紹介します。

12/12・13
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サンタさんありがとう！ � 豊坂保育園クリスマス会
　豊坂保育園でクリスマス会が行われました。最初に園児がお気に入りの色で手作りした
ロウソクを手にキャンドルサービスが行われ、灯りが消された会場はムード満点に。次に、
子どもたちが発表会で演じた劇などをアレンジした内容で、保育士による創作劇が行われ、
子どもたちは大爆笑。最後はお楽しみのサンタさんからのプレゼントを一人ずつ手渡しで
受け取りました。

▲ムード満点のキャンドルサービス ▲サンタさんからのプレゼントを受け取る園児

12/17

▲愛知農業賞を受賞した坂本さん

若手農業者の育成に尽力�平成 27 年度愛知農業賞 受賞報告
　須美の坂

さかもと

本俊
としみつ

光さんが、愛知県の農業・農村の振興や発展に尽くした人を表彰する愛知
農業賞（あいちアグリアワード・担い手育成部門）を受賞しました。
  坂本さんは、露地ナス栽培において優良苗
生産・供給を行うとともに、県農業大学校の
研修講師として技術指導を行い、担い手育成
に尽力されています。
  今回、町長へ愛知農業賞受賞の報告にみえ
た坂本さんは、「この 10 年で 50 人ほどの
生徒が県内農業者として育ってくれ、今も栽
培方法などアドバイスをしている。今後も愛
知県や幸田町の農業振興のため尽力したい。」
と受賞の喜びを語ってくれました。

陸上競技指導で国際協力� 青年海外協力隊 派遣報告
　深溝在住の小

こやま

山哲
てつのすけ

ノ介さんが、青年海外協力隊としてエチオピアへ２年間派遣されるこ
とに先立ち、表敬訪問のため来庁されました。小山さんは大学で国際経済学を学んでおり、
その中でもスポーツ教育に可能性を感じてボランティアに応募されたとのことです。自身
も中学３年生から陸上競技を続けており、エチオピアではエチオピア陸上連盟に配属され、
陸上競技指導や普及イベントの企画などを行
う予定です。
　「陸上ができるのが楽しみ。指導するだけ
でなく、僕も少しでも早く走れるようになれ
たら。」との小山さんの意気込みに、町長は「２
年後日本に戻ってきたときに小山さんがどの
ように変化しているかとても楽しみだ。帰っ
てきたらぜひ話をきかせてほしい。」と激励
の言葉を送りました。

12/16

12/22

▲派遣の事前報告に訪れた小山さん（右）
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つきたてのお餅が振る舞われました � 道の駅 筆柿の里幸田 記念日イベント
　12月 23日に道の駅「筆柿の里・幸田」で記念日イベントが開催されました。県内12
番目の道の駅であり、国道23号沿いにあることにちなんで、毎年この日にイベントが開
催されています。今年も恒例のつきたて餅の無料配布が行われ、多くの人が行列を作って
いました。また、こちらも恒例となっている「なまはげ」が登場し、子どもたちに声をか
けてまわっていました。

サーキットで駅伝大会 � 中学校対抗駅伝大会
　幸田サーキットＹＲＰ桐山のサーキットコース内を会場として、幸田町と岡崎市の中学
校が参加する中学校対抗駅伝大会（クリスマスカップ2015）が開催され、全123チーム
が参加しました。幸田町の３中学校からは男子５チーム、女子３チームが参加し、１チー
ム５人のメンバーでタスキを繋ぎ、ゴールを目指しました。

火災予防の年末特別警戒を実施 � 年末夜警
　12月 27日・28日の２日間、火災が無く、町民の皆様が安心して年越しができるよう、
消防団や地域の人たちにより、年末の特別警戒が実施されました。大須賀町長、西三河県
民事務所長、岡崎警察署長が警戒にあたる人たちを激励しました。まだまだ寒い季節が続
きます。火の取り扱いには十分注意しましょう。

▲つきたてのお餅が振る舞われました。

▲一斉にスタート！

▲町長から激励を受ける消防団員

▲子どもたちに声をかけてまわる「なまはげ」

▲思いを込めたタスキを繋ぐ

▲火の用心を呼びかける巡回を実施

12/23

12/24

12/27・28
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